
町の人事行政運営等の状況

町
の
条
例
に
基
づ
き
、
２‐
年
度
の

町
職
員
人
事
行
政
等
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。キ

　
十
　
＋

―
職
員
の
任
免
及
び
職
員
数
に
関
す

る
状
況

Ｏ
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
選
考

任
用
と
競
争
試
験
任
用
が
あ
り
ま
す
。

【選
考
任
用
】

係
長
以
上
の
職
ま
た
は
こ
れ
に
相

当
す
る
も
の
と
町
長
が
認
め
る
職

単
純
な
労
務
職

（運
転
手
、
用
務

員
等
）

。
法
令
上
の
資
格
も
し
く
は
技
能
等

を
必
要
と
す
る
職

（保
健
師
、
栄

養
士
、
保
育
士
等
）

【競
争
試
験
任
用
】

選
考
に
よ
り
任
用
す
る
職
以
外
の

職
（事
務
職
等
）

※
競
争
試
験
は
小
山
プ
ロ
ッ
ク
市
町

等
職
員
採
用
試
験
事
務
共
同
実
施

協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

【採
用
試
験
実
施
状
況
】

（２．
年
度
実
績
）

試
験
区
分

福
祉
域

― は
子破軸

保
育
士

床
隆
師

一
般
事
黙

受
験
者

０
人
０

人
セ
人

騒
終
合
格
者

０

人
０
人
６
人

Ｏ
職
員
数
状
況

【職
名
別
状
況
】

（２．
年
４
月
１
日
）

【年
齢
階
層
別
状
況
】

（２‐
年
４
月
１
日
）

組器 卜名 曽日 J 構成比

吹
は一ゑ一

％

％

―

大
０

‐０

・
３

123%

鶴 人 蚤 7%

22) '18%

10人 53%
1車 1人 05%

3人 16%

! 畜

‐

2 人 1 1 %

7ノ、 37%

覇 5人 27%

治食観理員 16人 86%

合   計 187人 i∞ 0%

年 齢 人 掛 構成比

n協 以下 0 人 00%

208以上
298以下

2人 ,18%

的峨以上
的歳以下

紹人 密 5%

如廟以上
神廟以下

如人 214%

的廟以上
鱒競以下

31人 名 3%

合 計 1『人 1000%

人  ロ
館出額

A

人作費

8い　″
十, ″ 1 年

3月31日

現在

25!989人
657子"1

千円

1527136

千円
229%

Ｏ
職
負
数

・
定
員
管
理
状
況

(各年 4月 1日現在)部,1別聴A数 の状況２
職
員
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況

①
人
件
費
総
額

（２‐
年
度

一
般
会
計
決
算
）

米大件費によ、一般騒員のほか町長

等特】J職、議会議員、各種行政委

員会等の特別職に支給される猫料

報酬寺fr含まれています。

②

一
般
職
員
給
与
費

（２‐
年
度

一
般
会
計
決
算
）

(注)Ⅲ  2+年 度地方公共団体定数管理調査Eよう
2 軸員数ほ一般磯[属する職員数 (数湾長含6)
3〔  〕内は 集りJ定数の合計

38  PB区 分
職 員 数 村前年

層減掛
主な増減理由

“u 千 暖 21年度

普

通

会

計

部

門

会
計
部
門

公
当
企

業
寺

般

行

政

38

P3

議 会 3 〈５

へ５
一
４

０

０務
．務

総
！税

43

14 13 △ 1 通既者c伴 う調整

労 働 0 0 0

農 水 10 10 ０

０
商 I 2 2

土 木 15 13 △ 2 通磁着E伴 う調整

民 生 23 23 0

衛 生 14 15 1
定
撃
時

の

′皮 0 4 」定 床に l e ■

小 計 124 122 △ 2

ヨ文信事B8P目 45

0

43

0

△ 2

0

欠員不柄売

)肖防=BF弓

計
．道

刀
・水

169 165 △ 4

5 5 0

下 水 道

そ の 他

７
，
　
つ
４

，
，
　
１

０

　
１・△
特定健診及研 3定保健指J
のと承ヨ

フ 計 24 23 △ 1

てき    目十 ‐９３
剣
‐８８
剰

△ 5

[ 0 ]

給  お 13520千 Pl

戯員手当 95831千 円

末
勉
当

期
動
手

237012干円

含  罰 948363千 円



町の人事行政運営等の状況

546,000円 (△30%)

6月 期 ■45月分

310月 分

6月期 '45月分

12月期 165月分

③
特
別
職
報
酬
、
手
肖

（２．
年
４
月
１
日
現
在
）

④
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
年
齢

（２‐
年
４
月
１
日
現
在
）

⑤
初
任
絡

（２‐
年
４
月
１
日
現
在
）

区
　

　

分

平
均
給
料

月
　
　
額

平
均
年
齢

3R豊〕50700円 444歳

!宮告醤269300円 521歳

区
　
分

支
給
額

一
般

行

政

職

大
学
卒
172200円

高
校
卒
140)100円

強

峰
労

ら
』

高
校
卒
,37200円

区

　

分

経
験
年
数

拘
年

経
験
年
数

拒
年

経
験
年
数

２０
年

般

行

政

職

大

学

卒

324520円

287500円

363900円

320900円

高

校

卒

⑥
経
験
年
数
別

・
学
歴
別
給
料
月
額

（２‐
年
４
月
１
日
現
在
）

②

一
般
行
政
職
級
別
職
員
数
状
況

（２．
年
４
月
１
日
現
在
）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 =事  技 師 =事 綺 技 師範 7 人 58%

2級 主事 ・技師 3 人 25%

3級 主査 11人

И人

91%

4級 主任 246%

5 級 係長 ・課長補佐 勾人 240%

6 級 課長 17人 140%

※
２‐
年
度
公
務
員
給
与
実
態
調
査
に

よ

る

区 分 内 杏

夫養手些

α信台

算 2子 まで

その他の扶藍親族
1 6 壺 市 ふ ク, 的 の 手 1 大 い う =

13000円

0500円

5500円

5000円 加算

&勤手些
公共交通機関利用

目家用車など利用

連氏相当根

2kn以上 2000円 から

上居手聖
首 家 家賃 227,000円 以内

告 家 新築・幡八から5年間2,500円

末

勉

当

期
動

手

支 給  月 期末手当 勤勉手当
6月期
Ⅲ2月期

et  _
唖制上の段階、

1 2 5月分
15局 分

_2□ 班 _
動務の級害こよ

0 6 7月 分

06 7月 分

13J聯
3″0算措置あり

当

勤続年数
20年

25年

35年

岳苫1目官臨

自己都合 定  年
3055月 うδ
41ン 月分

5,28局 分

5028日 イ介

2350月 分

3350月 分

4750月 分

5928月 分

定年前早期退職特別搭置があります。

③手当支絡状況 (21年 4月 1日現在)◎
勤
務
時
間
状
況

始
業
終
業
時
間

午
前
８
時
卸
分
～
午
後
５
時
３０
分

※
２２
年
４
月
よ
り
終
業
時
間
は

午
後
５
時
１５
分

※
勤
務
に
特
殊
性
が
あ
る
場
合
は
、

別
に
勤
務
時
間
を
定
め
る
。

・
休
憩
時
間
　
午
後
０
時
～
１
時

⑩

年
次
有
給
休
暇

・
一
の
年
度
に
お
い
て
、
抑
日
以
内

・
取
得
状
況
…
平
均
使
用
日
数
？

９
Ｈ

①
特
別
休
暇

【概
要
】
選
挙
権
の
行
使
、
結
婚
、
出
産
、

交
通
機
関
の
事
故
そ
の
他
特
別
の
事

由
に
よ
り
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

と
認
め
ら
れ
る
休
暇

⑫
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

雇
職
要
】
子
を
養
育
す
る
職
員
の
継
統
的

な
勤
務
を
促
進
し
　
職
員
の
福
祉
を
増

進
す
る
と
と
も
に
　
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度

育
児
休
業
利
用
状
況
…
３
人

（生
後
３
年
に
達
し
な
い
子
を
養
育

し
て
い
る
職
員
）

部
分
休
業
利
用
状
況
‥
な
し

（３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
し
て

い
る
職
員
が
復
職
し
た
場
合
に
取

得
で
き
る
　
勤
務
し
な
い
時
間
給

与
減
額
）

殊

務

当

晴

勤

手

騒員全体E占 める手当支綸騒員の割を ,8%

支結総額 1 6 0千円

手当α)種類(手当数) 4

外

務

当

間時

動

手

支綺総額 お 825千 円

職員1人当たり支給年額 235千 円

21年度
支給総額 1 4 7 9 8千円

職員1人当たり支給年額 272千 円



町の人事行政運営等の状況

⑤
介
護
休
暇

【概
要
】
職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

配
偶
者
の
父
母
の
負
傷
、
疾
病
ま
た

は
老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
で
、
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間

に
つ
き
給
与
減
額
を
す
る
制
度

・
取
得
状
況
…
な
し

⑭
病
気
体
暇

【概
要
】
購
員
が
負
傷
ま
た
は
疾
病
の

た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

医
師
等
の
証
明
書
が
必
要
な
病
気

体
暇
取
得
状
況
…
１９
人

■
分
限
処
分
及
び
懲
戒
処
分
状
況

（
１
）
分
限
処
分

【概
要
】
地
方
公
務
員
法
第
郷
条
第
３

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
に

反
す
る
降
任
、
免
職
、
休
職
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度

。
処
分
状
況
‥
な
し

（２
）
懲
戒
処
分

【概
要
】
地
方
公
務
員
法
第
卵
条
第
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
戒
告
、
減
給
、

停
職
及
び
免
職
の
処
分
を
す
る
制
度

処
分
状
況
…
な
し

４
服
務
状
況

（
１
）
服
務
規
律
の
概
要

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
に
専
念
す
る
規
律

（
２
）
服
務
規
律
の
確
保
の
た
め
に

・
地
方
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

接
客
等
を
行
う
た
め
に
野
木
町
職

員
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
施

・
野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
実
施

≡
職
員
の
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評

定
の
状
況

（
１
）
研
体
の
実
施
状
況

小
山
地
区
職
員
研
修
協
議
会
研
修

↓
磁
人

栃
木
県
市
町
村
職
員
研
修
協
議
会

研
修
↓
７
人

そ
の
他
↓
６２
人

（
２
）
勤
務
成
績
辞
定
実
施
状
況

町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中
の
人

事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、
１８
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

６
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

（１
）
健
康
保
持
増
進
対
策

・
健
康
診
断

一
般
健
康
診
断

・
が
ん
検
診

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

（２
）
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
項

・
町
職
員
安
全
術
生
管
理
委
員
会
の

設
置

（３
）
災
書
補
償
の
実
施
状
況

【概
要
】
地
方
公
務
員
法
第
奄
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
が
公
務

に
よ
り
死
亡
、
負
傷
も
し
く
は
疾
病

し
、
ま
た
は
障
が
い
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
補
償
す
る
制
度

・
認
定
状
況
…
１
件

（４
）
職
Ａ
三
助
会
へ
の
補
助
の
実
施
状
況

・
職
員
互
助
会
が
実
施
す
る
職
員
の

福
利
厚
生
事
業
に
対
し
、
１
人
当
た

り
２
千
円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

７
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

状
況係

属
事
業
は
な
く
、
２．
年
度
に
新

た
な
措
置
要
求
は
な
か
っ
た
。

８
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し

立
て
の
状
況

係
属
事
案
は
な
く
、
２．
年
度
に
新

た
な
不
服
申
し
立
て
は
な
か
っ
た
。

問
総
務
課
　
　
　
□
（７
）
４
１
５
８
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